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用瀬地域のくらしと公共施設を考えるワークショップ

とっとりん

2 0 2 5

発行：鳥取市役所総務部資産活用推進課 施設経営係

　鳥取市では、将来にわたって公共施設を安心して使い続けていけるよう、施設の再編を検討しています。その取
り組みとして、現在「用瀬地域のくらしと公共施設を考えるワークショップ」を開催しています。「このまちでどん
な暮らしをしていきたいか」、「そのためにどんな施設が必要か」を、全３回のワークショップを通じて地域のみな
さんと一緒に考えていきます。

次回：11月 30日（日）14時～ 16時（場所：用瀬保健センター）

全体共有＆次回に向けてTopic 4
　ワークショップの最後には、今日の成果を他グループへ共有
する全体発表を行いました。発表の中では、グループごとの提
案の骨子になる、中心に考えたいたたき台とアイデアなどがた
くさん共有されました。現在の活動や今後実現したいことから
公共施設を考えるという流れで、参加者自身の経験や暮らしに
根ざした視点をもとに整理がされていました。
　意見交換やアイデアを出すことで、自然にグループのなかで
提案のコンセプトに繋がるような議論が展開されました。
　次回は、アイデアの深掘りをすることに加えて、最終提案と
してまとめる回です。公共施設のあり方は、地域での生活を考
えるなかの一部であるため、実際の活動や将来へ繋がる多角的
な視点でまとめることを目指していきます。

提案に向けて考え始める 提案に向けたアイデア出しTopic 2 Topic 3
　ワーク 2 では、自分たちの提
案を作っていくうえで、中心に
考えたいたたき台を選びなが
ら、グループとして追加検討し
たい施設や活動の検討をしまし
た。施設の話だけではなく、交
通手段や制度・仕組みなどの話
題まで、様々な意見交換を進め
ました。

　ワーク 3 では、地域で大切・必要なことを実現させるための
アイデア、それに向けた改善点などを出し合いました。たたき
台にはない新たな視点がたくさん出されました。
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会　場：用瀬町民会館

第 2回

日　時： 11/8（土） 
　　　　14:00 ～ 16:00

参加者：17名

たたき台について感想を書き出すTopic 1
　ワーク 1 では、前回の成果を踏まえ
て作成された公共施設の再編案（たた
き台）を見ながら、良い点や気になる
点などの感想を書き出しました。案に
対して自分の意見を出すことで、これ
から作業を進めるグループごとの提案
作成に向けた様々な視点を確認しまし
た。

意見の一例

施設のこれからを
くらしの視点で見つめる

参考：当日成果のデータ版（一部抜粋）


